
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和９年度以降も子供たちのために志木第四小学校の校舎を活用します 

志木第四小学校につきましては、これまでの様々な説明会や懇談会等で、 

 

「令和９年度から義務教育学校になると、志木第四小学校はなくなる

のですか。」 

「経費削減が目的なのですか。」 

「まだ建物がきれいだけど、どのように使うのですか。」 

「多世代間交流の場として活用できないのですか。」 

 

などの御質問をいただいております。 

本市では、志木第四小学校の校舎をなくしたり、活用しないという考

えはございません。 

保護者や地域の皆様からいただきました御意見や御質問なども考慮させていただきながら、令

和９年度からの志木第四小学校の校舎について、子供たちのためになる教育的な活用や多世代間

交流の場としての活用なども視野に入れた検討を進めております。 

 

【お問い合わせ先】志木市教育委員会学校教育課・教育改革グループ 

本ニュースや小中一貫教育について、御意見や質問等がございましたら御連絡ください。 
 https://www.city.shiki.lg.jp/site/syotyuikkan/
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志木第二中学校区には志木市独自の小中一貫教育

推進教員として、中学校数学科の教員免許をもつ川口

先生が勤務されています。今年度は志木第四小学校

で、市内の中学校で数学教員として勤務された経験か

らの知識や技術を存分に生かしながら、５・６年算数

のチーム・ティーチングや習熟度別学習に取り組まれ

ています。 

この日の授業は、６年生の「反比例の関係をグラフに表そう」という内容でしたが今、学習し

ている内容や考え方が中学校では、どのようにつながるのか等、９年間を見据えた指導が授業の

中で何度も見られました。 

授業後に川口先生は、「志木第二小学校や志木第四小学校の先生方の授業参観を通して、自身の

指導に参考にしたいことがいくつも生まれた。そういうことを生かした授業を、小学校や中学校

でしてみたい。」とお話をされていました。 

小中一貫教育は、子供たちの学びの質をさらに向上させるだけでなく、先生方自身の資質・能

力の向上にもつながることがわかる学びの多い授業となりました。 

 

前回までの内容を確認しながら、今回の課題につなげる川口先生 
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